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自己評価

評　価　対　象 評　価　項　目 具 体 的 数 値 項 目 （総合）

１　学校や生徒の様
子を保護者に伝え，
理解を得ていますか。

①保護者の80％以上が，学
校や子どもの様子が分かると
答えている。

Ａ Ａ
○行事等が行われてすぐにブログが更新されるなど、
積極的に保護者に伝えている。

○ＷＥＢページ・ブログや学校・学年・学級通信，懇談会等を通し
て、生徒の学校生活の様子等を保護者に積極的に伝えていく。

２　保護者は学校の諸
行事に参加していま
すか。

②保護者の80％以上が，学
校やPTAの諸活動に年2回以
上参加している。

Ａ Ａ
○行事関係の案内を確実に届け，講演会や懇談会等では保護者
の関心が高いテーマを設定する。また，学校・学年・学級通信や携
帯メール等を通して行事の案内を行う。

３　保護者は，学校に
連絡や相談がしやす
いと思っていますか。

③保護者の80％以上が，学
校に連絡や相談がしやすい
と答えている。

Ｂ Ｂ

○生徒の諸問題は、電話連絡や家庭訪問等を行い減
少させていくことが大切である。校長や副校長、教頭も
含め、組織的に行ってほしい。

○電話連絡や家庭訪問等，丁寧・親身な対応を行うことにより，保
護者との信頼関係を深める。また，保護者アンケート等による保護
者の要望や意見を汲み取って学校の態勢を改善するとともに,懇
談会や保護者会など様々な機会を通して保護者に理解を求めて
いく。さらに、スクールカウンセリングの受け方の周知や相談の仕
方など具的的な方法を保護者に伝える。

４　生徒は，授業が分
かり，満足感や達成
感を味わっています
か。

①生徒の80％以上が，授業
が分かり，満足感や達成感を
持っている。

Ａ Ａ

○グループ活動を積極的に取り入れ，達成感が味わえるように授
業の改善・工夫を行う。また，授業のねらいとまとめの明確化を継
続して実践し，生徒の主体的な学習を促して満足感や達成感を引
き出す。

５　生徒に，教科等の
基礎・基本が確実に
身に付いていますか。

②教師の80％以上が，生徒
が教科等の基礎・基本を身に
付けていると感じている。 Ａ Ａ

○生徒一人一人の学習状況をよく把握し，評価を生かした学習指
導を工夫する。学習コンテストを学期ごとに実施する。また，火から
金曜日の英数放課後補習や夏季休業中の習熟度別補習を実施
する。

６　生徒は、粘り強く学
習に取り組んでいま
すか。

③生徒の80％以上が，学習
に粘り強く取り組んでいると感
じている。

Ｂ Ｂ

○授業の中でじっくりと考える課題を設け、考える時間を確保す
る。道徳では、自分自身に関することの価値項目の指導を充実さ
せる（自主・自律や強い意思等）。また、あきらめさせない指導の工
夫（個別指導や再チャレンジの場の設定等）を行う。さらに、授業の
中でつまずいている生徒に対して、学び合いやヒントなどの指導の
工夫を行う。

７　生徒は、友達との
意見交流を通して自
分の考えを明らかに
し、伝えることがでま
すか。

④生徒の80％以上が，友達と
の意見交流を通して、自分の
考えを明らかにし、伝えること
ができていると感じている。

Ｂ Ｂ

○グループ活動を積極的に取り入れ、意見交流を図る。また、自
分の考えを記述させ、発表するの場をできるだけ多く設ける。

８　家庭で自主的に学
習や読書をする習慣
が生徒に身に付いて
いますか。

⑤生徒の60％以上が，週平
均して1日2時間以上家庭学
習をしている。 Ｃ Ｃ

○家庭にも学習環境を整えるよう学校から啓発して行
くことも重要である。

○家庭学習の手引きを活用させる。また、リーフレットで啓発してい
く。計画的な宿題を継続し，学習時間の増加と学習内容の充実を
推進する。さらに、図書館教育の計画に基づく読書教育を一層推
進する。学校通信等を通して，家庭学習時間に関する本校の実態
を示しながら家庭学習時間の増加を促す。

９　進んであいさつを
する生徒が育ってい
ますか。

①生徒の80％以上が，進ん
であいさつをしている。 Ａ Ａ

○生徒会のＡＺＭ活動を通して，気持ちを込めた礼儀正しいあい
さつの徹底を図る。家庭や地域にも協力を要請してあいさつの輪
を広げる。

10　生徒は、学校の
一員としての自己有
用感を感じています
か。

②生徒の80％以上が、学校
の一員としての自己有用感を
感じている。 Ｂ Ｂ

○生活ノートの点検や教職員の情報交換を密にし，生徒の様子を
多面的に理解する。また，生徒の自己存在感や自己有用感が高
まる活動（学校行事や委員会活動等のＡＺＭ活動）や授業を工夫
する。学校通信等で、生徒の活躍を紹介することで、学校の一員と
して役立っていることを意識させる。

11　いじめのない学校
づくりのために取り組
んでいますか。

③生徒の80％以上が，学校
は悩みやいじめの解消に努
めていると答えている。

Ａ Ａ
○いじめ防止基本方針に基づき，毎月いじめ調査を実施するな
ど，いじめの未然防止，早期発見，早期解消に努める。また，生徒
との信頼関係の構築に努め，相談しやすい雰囲気づくりを行う。

羅　　　　針　　　　盤
今後に向けての学校の考え

学校関係
者評価 学校関係者評価委員の意見

Ⅰ　保護者等と
　の連携

Ⅲ　豊かな心

Ⅱ　確かな学力



12　学校のきまりや約
束を守って生活する
生徒が育っています
か。

④生徒の80％以上が，学校
のきまりや約束を守って生活
している。 Ａ Ａ

○規範意識の確立に向けた指導を全職員で確認して，共通理解
の下に推進する。特に，授業中の学習規律の徹底を図る。

13　生徒は，家族の
一員としての役割を
持って生活しています
か。

⑤生徒の80％以上が，家庭
で手伝いをしている。

Ｂ Ｂ

○家庭への啓発を継続するとともに，学級指導や清掃指導等を通
して働く喜びを味わわせる。また，家庭科や特別活動の授業と関
連させて家事手伝いの機会を増やし，家庭にも協力を求める。学
級懇談会で，家族の一員としての役割を話し合う機会を設ける。

14　各教員は，生徒
の間違った行動につ
いて適切に指導して
いますか。

⑥教職員の90％以上が，各
職員が同一歩調で生徒の指
導を行っていると感じている。 Ａ Ａ

○一貫した指導とするために，些細な出来事であっても共通理解
を図り、迅速かつ的確な指導に当たる。また，間違った行動を見逃
さず，毅然とした態度で指導する。

15　生徒は毎日朝食
をとって登校していま
すか。

①生徒の80％以上が，毎日
朝食をとっている。 Ａ Ａ

○基本的な生活習慣の確立と学力向上との相関を知らせて，家庭
での指導を呼びかける。

16　生徒は十分な睡
眠をとって生活してい
ますか。

②生徒の80％以上が，1日6
～9時間の睡眠時間をとって
いる。

Ａ Ａ

○質のよい睡眠が重要である。９時間は部活等を考え
るとなかなかとれないであろう。

○基本的な生活習慣の確立と学力向上との相関を知らせて，家庭
での指導を呼びかける。

17　健康で体力のあ
る体をつくろうとする
生徒が育っています
か。

③生徒の80％以上が，運動
や地域のスポーツ活動などに
取り組んでいる。 Ａ Ａ

○体育の授業や体育的行事，部活動を通して運動の楽しさを味わ
わせ，運動が好きな生徒を育てる。部活動引退後の３年生に対す
る指導や，冬季の運動不足解消を目指した取組を検討する。

18　学校の施設・設備
は安全ですか。

①教職員の90％以上が，学
校の施設・設備が安全である
と感じている。

Ａ Ａ

○安全点検は２名以上の複数で実施し，見落としがないように留
意する。また，平素の点検を通して故障，破損は早期に修理する。

19　交通事故防止，
火災・地震・不審者対
策など，安全教育の
徹底を図っています
か。

②安全（危機）管理マニュア
ルを確認して，シミュレーショ
ンを年2回以上実施してい
る。

Ａ Ａ

○暗い道路を通っての帰宅や並列走行などは、改善
していく必要がある。

○実効性のある避難訓練を計画的に実施し，事前・事後指導の徹
底を図る。また，自転車点検，交通安全教室，登下校指導等を通
して交通事故防止の徹底を図る。

20　学校・家庭・地域
は連携して，交通安
全指導や通学路の点
検・パトロールを行っ
ていますか。

③家庭・地域と連携して，交
通安全指導や通学路点検，
校外パトロールを月2回以上
行っている。

Ａ Ａ

○パトロールした結果などから分かった危険箇所は、
生徒・保護者に積極的に連絡することが大切である。

○校区内の道路状況を把握し，状況の変化を生徒・保護者に知ら
せて安全確保に努める。また，登下校時の指導や校外パトロール
をPTAと協力して計画的に実施する。

21　自らの将来の夢
や希望について考え
られる生徒が育ってい
ますか。

①生徒の80％以上が，学級
活動における進路学習や啓
発的な体験活動を通して自
己の生き方を考えている。

Ｂ Ｂ

○進路学習の系統性を高めて学習活動の充実を図るとともに，夢
や希望についての教育相談の充実を図る。また，将来の夢や希望
と普段の生活を結び付けて意識させ，進路学習や教育相談の機
会に個別に指導する。

22　親子で生徒の進
路について話し合い
を行っていますか。

②生徒の80％以上が，将来
の夢や希望する進路につい
て親子で年2回以上話し合っ
ている。

Ｂ Ｂ

○日常の会話の中で、生徒の意識を向上していくこと
が大切であろう。

○進路に関する情報を積極的に提供するとともに，家族で話し
合って考える進路学習を工夫する。また，未来シート（進路学習用
紙）に保護者にも記入してもらうなど，将来の夢や希望する進路に
ついて親子で話し合う機会を増やす。

23　学校の教育目標
の達成に向け，管理
職・教職員が一体と
なって努力しています
か。

①管理職・教職員の95％以
上が，学校教育目標の達成
に向けて一体となって努力し
ている。

Ｂ Ｂ

○学校の教育活動全般について職員会議等の場を通して共通理
解し，全職員が一体となって教育活動に取り組む。また、自己申告
書の業績評価の内容を教職員が意識するとともに、その実現に向
け努力していく。

24　日々の教育活動
における問題意識や
悩みについて，気軽
に相談し合える職場
の人間関係を作るよう
にしていますか。

②教職員の90％以上が，気
軽に相談できる職場環境が
できていると感じている。

Ａ Ａ

○日常の教育実践を職員室内で話題にできる雰囲気作りに努め
る。また，発生した課題に対して早期対応ができるよう，情報交換
を密に行う。

Ⅶ　組織運営

Ⅳ　健康・体力

Ⅲ　豊かな心

Ⅵ　進路・生き
方

Ⅴ　安全確保・
　施設設備



25　教職員は，設定し
た自己目標の達成に
向け，主体的に日常
の教育実践に取り組
んでいますか。

③教職員の90％以上が，自
己申告書の目標達成に向け
て十分に取り組んでいる。 Ａ Ａ

○管理職や教職員との面談や懇談を通して設定した自己目標を
確認し合い，達成に向けてより具体的な方策を検討して日々の教
育実践に励む。

26　職員会議が，校
長の経営方針を踏ま
えた情報交換や課題
検討の場として機能し
ていますか。

④教職員の90％以上が，職
員会議は校長の経営方針を
踏まえた課題検討や情報交
換の場として十分に機能して
いると感じている。 Ｂ Ｂ

○運営委員会を活用してスムーズな職員会議の運営に努める。ま
た，会議の充実と時間短縮のため，資料の事前配布やパソコンの
掲示板活用を励行する。また，職員会議で検討するべき課題や共
通理解が必要な情報を明確にし，十分な時間を確保して会議を運
営する。さらに、学年会議等で職員の意見を集約し，十分に機能
していない部分について検討し改善する。経営方針の確認を行う
とともに、職員会議における検討内容を提案者は明確にして臨む
ようにする。

27　ＰＤＣＡサイクルを
確立して学校評価を
行い，改善策を具体
化していますか。

⑤学校評価結果を踏まえた
改善策の90％以上が具体化
されている。 Ａ Ａ

○校務分掌ごとに分担して改善策を検討し，職員会議で具体化し
た改善策を共通理解して実践していく。

28　適材適所を配慮
して校務分掌が組織
され，機能しています
か。

⑥教職員の90％以上が，校
務分掌は十分に機能してい
ると感じている。

Ｂ Ｂ

○適材適所で組織した各分掌において，職員がその責任を全うで
きるように協働態勢で取り組む。また，分掌間の連携を図って組織
の機能を高める。仕事の内容や分担の現状を再点検し，効率化・
スリム化を図る。さらに、自己申告書の目標と関連させて分掌の仕
事に取り組めるよう配慮する。分業と組織的な取組の重要性を職
員が再度意識するとともに、一度決められた決定事項は遵守する
よう自覚する。

29　校内服務規律委
員会を定期的に開催
し，常に教職員の服
務規律の確保に努め
ていますか。

⑦教職員の100％が服務規
律を遵守している。

Ｂ Ｂ

○服務規律に関する自己チェックリストで定期的に点検したり，本
校の規律確保行動計画を作成して全職員で取り組んだりするな
ど，職員一人一人の意識を高めて服務規律の徹底を図る。

30　各教科部会等で
の話し合いで年間指
導計画を作成し，理
解をして取り組んでい
ますか。

⑧教職員の100％が年間指
導計画に基づいて指導して
いる。 Ｂ Ｂ

○年度初めの各教科・領域部会で年間指導計画について検討
し，修正を加えながらより良い教育活動を実施する。

31　校内研修は，教
師の資質向上と授業
改善に結び付いてい
ますか。

⑨教職員の90％以上が，校
内研修を資質向上と授業改
善に生かしている。 Ａ Ａ

○校内研修内で、訪問者に対する接遇や電話対応な
どの資質向上の研修も必要であろう。

○学校全体での研修，教科部会などの組織での研修等に主体的
に取り組む。また、年３回の代表教諭の公開授業での研修を全員
参加で行う。

32　校内研修組織を
整備し，見通しを持っ
て効果的に研修を実
施していますか。

⑩教職員の90％以上が，校
内研修は組織的・計画的に
実施されていると感じている。 Ａ Ａ

○研修が円滑に進められるように，必要に応じて組織を柔軟に編
成する。また，研修推進上の課題については，研修推進委員会で
早期に対応して改善する。

33　各種文書・データ
等は，分掌や担当ごと
に適切に管理されて
いますか。

⑪各種文書・データ等は，分
掌や担当によって100％適切
に管理されている。 Ｂ Ｂ

○サーバーの共有フォルダを年度更新とし利便性を高める。校内
のルールに従って文書やデータの管理を徹底させる。また、フォル
ダのよりわかりやすい分類方法等を取り入れる。

34　個人情報が確実
に保護されるよう，管
理が徹底されていま
すか。

⑫個人情報は100％適切に
保護・管理されている。

Ｂ Ｂ

○個人情報の保護・管理は学校として徹底してほし
い。特に持ち出しには注意が必要である。

○個人情報の取り扱いについて共通理解し，書庫の活用やパス
ワードの設定など工夫して管理する。また、個人情報の申し合わせ
事項を再度確認するととに、漏洩による本人及び学校への影響を
確認する。

35　教育活動の必要
な場面で，地域の教
育力を効果的に活
用していますか。

⑬教職員の90％以上が，地
域の教育力を必要に応じて
有効に活用していると感じて
いる。

Ａ Ａ

○登録者名簿を活用して人材を確保し，人材を効果的に生かす
教育活動を工夫して実践する。また，地域の区長会やＰＴＡ役員と
連携して人材を広く募るとともに，地域の人材を活用した教育活動
の範囲を検討して広げる。「未来力」学習講座やふるさと学習など
で地域の人材を積極的に活用する

Ⅶ　組織運営


